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氏 名 山 森 明 弘

（論 文 内容 の要 旨）

デー タ駆 動型 サ イエ ン スの最 も重 要 な研 究 テ ーマ は、ヘ ル ス ケア とエ コ ロジー であ る。 ま た 、

未 病 の観 点 か ら、ひ との健 康 をい か に把握 す るか とい うこ とは、ヘル スケ ア研 究 にお い て最重

要 課題 で ある。 日本 の未病研 究 にお いて 、中国の未病 と して9つ の体 質 に注 目 した問診 システ

ム が、金 沢 大学 ・補 完代替 医療 研 究室 が 中心 とな って 日本 に導入 され 学術 誌 に て報 告 され てい

る。 これ を体質9分 類 システ ムconstitutioninchinenseMedicineQuestionnaireJapaneseversion

（ccMQ－J） とい う。ccMQ－Jは 、60の 質 問 か ら構 成 され 、 それぞ れ につ いて5段 階 の ス コアで

回答 す るシステ ムで あ る。本研 究 で は、未 病研 究 の重 要性 につい て、 トピ ック解析 に よ り再認

識 す る と ともに、CCMQ－Jに お け る60の 質 問の 関係 性 を、ア ンケー ト調 査 を も とに検討 した。

ア ンケ ー ト項 目間 の関係性 を把 握 した。 そ の結果 、60の 質 問 を12個 の質問 に分類 す るこ とが

で きた。ま た、CCMQ－Jで 提 案 してい る9種 の体 質 の うち、特稟 質 と陽虚 質 、疾 湿 質 と湿 熱 質 、

陰虚 質 と気 欝質 、疹血 質 と気虚 質 にCCMQ－Jの 質 問の回答 に比較 的高 い相 関 が認 め られ た。

さ らに、ccMQ－Jの60の 質 問の ス コア に も とつい て被験 者 の年齢 とBMI値 をPLs法 に よ り推

定す るモデル 式 を構築 す るこ とに成功 した。この こ とは、日々 、変 化す る人 々 の体質 が、年齢 、

お よびBMIに 依 存す るこ とを示 して お り、ひ との健 康状 態 を把握 す る うえ で非常 に重 要 な知

見 を え るこ とが で きた。CCMQ－Jで は60の 問診 が課せ られ るが、 これ をい か に少 ない質 問 で

体質 を認 識 で き るかにつ い て ランダ ム フォー レス ト法 に よ り検討 した ところ14問 で84％ の正

答率 で認 識 で き るこ とが判 明 した。 この こ とに よ り、簡 易版CCMQ－Jの 提 案 も可能 で あ る こ

とが示 され た。



氏 名 山森 明弘

（論文審査結果の要旨）

平成21年12． 月22日 に開催 した公聴 会 の結果 を参考 に、平成29年1月11日

に本博 士論 文の審査 を実施 した。以 下 に述べ る通 り、本博 士論 文 は、本 学位 申

請 者 が、独 立 した研 究者 として研 究開発 活動 を続 けてい くた めに必要 な素養 を

備 えてい るこ とを示す ものである。

山森 明弘 は、デー タ駆動型 サイエ ンスの最 も重要 な研 究テーマ であ りヘル スケ

アにつ いて、未病 の観点 か ら、ひ との健康 をいかに把握 す るこ とをデー タ駆動

型解析 に もとつ いて達成 した。 日本 の未病研 究において、 中国の未 病 として9

つ の体質 に注 目した問診 システムが、金 沢大学 ・補完 代替医療研 究室が 中心 と

なって 日本 に導入 され学術誌 にて報告 されてい る。 これ を体質9分 類 システ ム

constitutioninchinenseMedicineQuestionnaireJapaneseversion（ccMQ－J） とい う。

CCMQ－Jは 、60の 質 問か ら構成 され 、それ ぞれ について5段 階のス コアで回答

す るシステムであ る。本研 究で は、ア ンケー ト調査 した60の 質 問のス コアを も

とに、質 問間の類似性 を検討 した。その結果 、60の 質 問を12個 の質 問に分類す

る ことがで きた。 また、CCMQ－Jの60の 質問 のスコアに もとつ いて被験者 の年

齢 とBMI値 をPLS法 によ り推定す るモデル式 を構築す ることに成功 した。この

ことは、 日々、変化す る人々の体質が、年齢、お よびBMIに 依存 す るこ とを示

してお り、ひ との健康状態 を把握す る うえで非常 に重要 な知 見をえ ることがで

きた。CCMQ－Jで は60の 問診 が課 せ られ るが 、 これ をいかに少 ない質問で体質

を認識 で きるか にっいて ランダムフォー レス ト法 に よ り検討 した ところ14問 で

84％ の正答 率で認識 で きるこ とが判 明 した。 この ことに よ り、簡易版CCMQ－J

の提案 も可能 で あるこ とが示 された。

この よ うに、未病 に焦 点 をあてた体 質診断 システ ムにお けるデー タ把 握法 を

開発 した論 文 であ り、情報科 学とバイオサイエンスの境 界領域 の発 展 に貢 献するも

のである。よって、本論文 は、博 士 （理 学）の学位 論文 としての価値 があるものと認 め

る。


